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と　

き　
　

月
２
日
（
日
）
午
前

１０

９
時
か
ら

と
こ
ろ　

東
京
農
工
大
学
小
金
井

キ
ャ
ン
パ
ス

そ
の
他　

詳
細
は
市
報
９
月　

日
１５

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  　

災
害
時
に
は
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
連
携
が
自
分
や
地
域
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
早
期
に

復
旧
・
復
興
す
る
た
め
に
必
要
な

大
地
震
に
備
え

大
地
震
に
備
え
てて

〈
自
助
・
共
助
・
公
助
〉

こ
と
で
す
。

▽　

自
助
＝
自
ら
の
身
は
自
分
で

守
る
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら

災
害
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ

け
、
家
庭
内
で
の
話
し
合
い
や

備
蓄
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽　

共
助
＝
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
で
す
。

消
火
や
救
出
を
真
っ
先
に
行
え

る
の
は
地
域
の
皆
さ
ん
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
連
携
の
た

め
、
ふ
だ
ん
か
ら
ご
近
所
と
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

▽　

公
助
＝
市
を
は
じ
め
と
し
た

行
政
機
関
な
ど
が
行
う
応
急
対

策
の
こ
と
で
す
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
、
自
助
・
共
助
・

公
助
を
意
識
し
て
、
備
蓄
や
地
域

の
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
で
協

力
し
合
い
災
害
か
ら
ま
ち
を
守
る

た
め
、
自
主
的
に
結
成
す
る
組
織

で
す
。
役
割
分
担
や
運
営
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
計
画
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
そ
の
育

成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
町
会
や

自
治
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、

地
域
防
災
の
核
と
な
る
よ
う
な
自

主
防
災
組
織
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
組
織
は
お
お
む
ね　

世
２５０

帯
以
上
で
構
成
す
る
も
の
と
し
ま

す
が
、
こ
れ
に
満
た
な
い
町
会
や

自
治
会
な
ど
は
、
合
同
で
一
つ
の

〈
自
主
防
災
組
織
を
作
ろ
う
〉

組
織
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
市

を
含
め
た
関
係
防
災
機
関
が
連
携

し
、
災
害
救
助
や
被
害
拡
大
防
止

な
ど
の
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

中
で
も
消
防
団
は
、市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
の
有
志
で
組
織
さ

れ
、
本
業
を
も
つ
か
た
わ
ら
、
奉

仕
の
精
神
に
よ
り
市
民
の
生
命
や

財
産
な
ど
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。
訓
練

な
ど
の
消
防
団
の
活
動
へ
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 　

市
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
入
団
方
法
等
詳
し

〈
重
要
な
役
割
を
担
う
消
防
団
〉

〈
消
防
団
員
募
集
〉

U
U

U
U
U
U
U
U
U
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避難地区・避難場所一覧
各地区の「避難する対象の町・丁目」の区割りは目安です。災害時は移動しやすい場所へ避難してください。

広域避難場所一時避難場所避難する対象の町・丁目地区名
都立武蔵野公園、
都立野川公園、国
際基督教大学高校

東中学校、第二中学校、南小学校東町１・２・５丁目、中町１・４丁目
（はけ北側除く）、前原町２丁目

ひがし
地区

東京農工大学、栗
山公園第一小学校、東小学校

東町３・４丁目、中町２・３丁目（同
１・４丁目はけ北側含む）、本町１丁
目

なか
地区

都立小金井公園

第三小学校、梶野公園、東京電機大
学中学・高校、緑小学校、緑中学校、
法政大学緑町グラウンド、第二小学
校、第一中学校、上水公園運動施設
グラウンド

梶野町全域、関野町全域、緑町全域、
桜町全域、本町２・３・４丁目

みどり
地区

東京学芸大学
本町小学校、中央大学附属中学・高
校、第四小学校、都立多摩科学技術
高校

本町５・６丁目（前原町３丁目はけ北
側含む）、貫井北町全域、貫井南町３
丁目

きた
地区

多磨霊園前原小学校、南中学校
前原町１・３・４・５丁目（同３丁目
はけ北側除く）、貫井南町１・２・
４・５丁目

みなみ
地区

▷　 一  時 避難場所＝ようすを見るため、とりあえず避難する場所です。正確な情報を得て、地域ぐるみで活動を行う拠点です。
いっ とき

▷　広域避難場所＝火災が広範囲に及んだとき、熱や煙、有毒ガスなどから身の安全を確保する延焼危険のない場所です。

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
格
等
要
件　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
入
団
日
時
点
で　

歳
１８

以
上
の
方

 　

市
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

市
民
へ
の
警
報
を
目
的
と
し
て
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
１
日
（
１
月
を
除

く
。
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
場
合

は
、
翌
日
以
降
の
最
初
の
平
日
）

の
午
前
８
時
に
は
、
広
く
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

〈
消
防
サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
を
〉

 　

安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ち
全
体
を
災
害
に
強
い

構
造
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震

に
備
え
て
自
分
の
住
宅
の
耐
震

診
断
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
耐

震
補
強
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

特
に
、
昭
和　

年
以
前
に
着

５６

工
し
た
住
宅
は
、
耐
震
性
の
基

準
が
緩
や
か
な
時
期
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
耐
震
診
断

等
が
必
要
で
す
。

【
耐
震
診
断
費
用
の
助

成
】

　

市
内
の
一
定
の
要
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要

し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に
相

談
カ
ー
ド
の
提
出
が
必
要
で

す
。

対
象
と
な
る
建
築
物　

昭
和　
５６

年
５
月　

日
以
前
に
着
工
し
た

３１

市
内
に
存
す
る
一
戸
建
て
の
木

造
住
宅
で
、
自
己
の
所
有
で
現

に
自
ら
の
住
居
と
し
て
使
用
し

て
い
る
木
造
住
宅

助
成
金
額　

５
万
円
を
上
限

に
、
耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の

２
以
内
（
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
）

【
耐
震
改
修
費
用
の
助

成
】

　

市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
所

有
者
が
耐
震
診
断
を
行
い
、
診

断
に
基
づ
き
耐
震
改
修
を
行
う

場
合
に
、
改
修
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・・

改
修
費
用
の
助

改
修
費
用
の
助
成成

　

ご
利
用
の
際
は
、
事
前
の
申

請
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
建
築
物　

耐
震
診

断
を
行
っ
た
結
果
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅

で
、
市
の
定
め
る
基
準
に
適
合

し
た
耐
震
改
修
を
行
っ
た
住
宅

助
成
金
額　
　

万
円
を
上
限

３０

に
、
耐
震
改
修
費
用
の
３
分
の

１
以
内
（
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

調
査
機
関　

㈳
東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
南
部
支
部
の
会
員

お
よ
び
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震

診
断
事
務
所
登
録
制
度
実
施
要

綱
に
基
づ
く
耐
震
診
断
事
務
所

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

▽　

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。

▽　

そ
の
他
に
も
助
成
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
お

よ
び
耐
震
改
修
業
者
に

つ
い
て
】

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
お

よ
び
耐
震
改
修
助
成
を
利
用
す

る
場
合
、
耐
震
診
断
の
実
施
調

査
機
関
は
、
㈳
東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
南
部
支
部
の
会
員

と
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震
診
断

事
務
所
登
録
制
度
に
登
録
し
て

い
る
調
査
機
関
の
み
と
な
り
ま

す
の
で
、
市
が
そ
れ
以
外
の
業

者
を
推
薦
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修

に
つ
い
て
は
、
個
人
と
業
者
間

の
契
約
に
な
り
ま
す
の
で
、
市

が
特
定
の
業
者
を
推
薦
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 　

申
込
方
法
等
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 　

木
造
住
宅
の
安
全
に
対
す
る

不
安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

耐
震
性
の
向
上
と
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
耐
震

性
等
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時　

原
則
毎
月
第
２
木

曜
日
午
後
１
時　

分
～
４
時　

３０

３０

分
（
１
件
１
時
間
以
内
）

相
談
場
所　

市
役
所
第
二
庁
舎

５
階　

会
議
室

５０１

相
談
内
容　

▽
構
造
一
般
相
談

▽
耐
震
性
相
談
（
主
に
設
計
の

妥
当
性
の
確
認
）
▽
図
面
お
よ

び
計
算
書
の
再
確
認
等

対　

象　

市
内
在
住
で
、
市
内

に
木
造
住
宅
を
所
有
し
て
い
る

方相
談
員　

㈳
東
京
都
建
築
士
事

務
所
協
会
南
部
支
部
会
員

申
込
方
法　

相
談
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

係
へ
。

  
木
造
住

木
造
住
宅宅

無
料
簡
易
耐
震
診

無
料
簡
易
耐
震
診
断断

木
造
住
宅
耐
震
相

木
造
住
宅
耐
震
相
談談
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問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進

課
住
宅
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８
６

０４２

３８７

１
）

ま
ち
全
体
を
災
害
に
強
い
構
造
に

安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全
でででででででででで
安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心
しししししししししし
てててててててててて
住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみ
続続続続続続続続続続
けけけけけけけけけけ
らららららららららら
れれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるる
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
にににににににににに
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
たたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめ

安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
ににににににににににに

総
合
防
災
訓

総
合
防
災
訓
練練

　

月
２
日

月
２
日
はは

１０１０


